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休日救急医療当番医・無料相談　ほか

種類 開設日 時間 会場・問い合わせ先 内容

弁護士法律相談
（要予約）

１日㈬
15日㈬ 10:00 ～ 12:00 ●市消費生活センター（本庁舎地下）

※マスク着用の上、対面式の相談となります。
問市消費生活センター☎(22)1133
　（平日／午前９時～午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題など
※当日の弁護士との利
　益相反の有無により
　相談を受けられない
　場合があります。

８日㈬
22日㈬ 13:00 ～ 16:00

交通事故相談 月～金
曜日

９:00
13:00

～
～

12:00
16:00 問県庁県政相談コーナー☎024-521-4281 損害賠償請求や示談の

仕方など
心配ごと相談 28日㈫ 10:00 ～ 12:00 ●中央老人福祉センター（北中川原）

問白河市社会福祉協議会☎(24)4222
生計、家族に関するこ
となど

認知症の人と
家族の会 18日㈯ 13:30 ～ 15:30 ●中央老人福祉センター（北中川原）

問同県南地区事務局☎(53)2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

あったかカフェ ２日㈭
16日㈭ 13:30 ～ 15:00 ●マイタウン白河地下会議室（本町）

問高齢福祉課高齢者支援係☎(28)5519
認知症に関する相談
どなたでも参加可能

市民あったか相談

月～金
曜日　 ８:30 ～ 17:15

●生活防災課
問生活防災課内専用電話☎(22)1717

市行政などに関する
相談

空き家の利活用
相談

●企画政策課
問☎(28)5500

空き家バンクの登録な
ど利活用に関する相談

おくやみ窓口
利用の予約

問市民課☎(28)5513
各庁舎地域振興課　表郷☎(32)2113
大信☎(46)2114　 東☎(34)2113

亡くなられた方に関す
る市役所での各種手続
きの相談のための予約

ハートコール
（いじめ等相談電話）

問ハートコール相談専用電話
☎0800-800-1893（フリーダイヤル）

児童・生徒のいじめな
どに関する相談

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

５日㈰
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク (28)1001
内科・外科 小 﨑 内 科 医 院 (23)3765
歯　 科 安 部 歯 科 医 院 (23)1123

12日㈰
小 児 科 にしごうキッズクリニック (29)8725
内科・外科 あ り が ク リ ニ ッ ク (21)1311
歯　 科 モ ア ナ 歯 科 医 院 (42)4363

19日㈰
小 児 科 わたなべ子どもクリニック (21)2166
内科・外科 大 髙 整 形 外 科 (23)9988
歯　 科 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク (22)2833

26日㈰
小 児 科 かんの小児科クリニック (21)8500
内科・外科 いがらし内科クリニック (21)9111
歯　 科 白 河 た て い し 歯 科 (21)6640

29日㈷
小 児 科 ねもとキッズクリニック (21)5623
内科・外科 白河ひがし透析・内科クリニック (21)5823
歯　 科 か た の 歯 科 医 院 (22)8833

４ 月の休日救急医療当番医

〈小・中学校教育振興寄附金〉
♥３万円 大戸 幸恵　様（大信増見）
♥３万円 齋藤 力　様（借宿）
♥２万円 古川 勝弘　様（須賀川市）
♥１万円 齊藤 一敏　様（東下野出島）

４ 月の献血

４ 月の無料相談

〈愛の基金〉
♥10万円 宮田 哲雄　様（郭内）
♥10万円 縄田 角郎　様（大信隈戸）
♥10万円 永野 恵子　様（昭和町）
♥５万円 一條 誠　様（新白河）
♥５万円 橋本 薫　様（大信下小屋）
♥５万円 鈴木 富士男　様（田島）
♥３万円 岡崎 貞男　様（大信上新城）
♥３万円 穂積 建次　様（表郷番沢）
♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤 力　様

善 意の窓 あたたかい善意をありがとうございました。

（１月受付分）

〈地域文化財保存寄附金〉
♥５万円 （一社）白河鎮英魂保存会　様

《小児平日夜間救急外来》
●場　所　白河厚生総合病院　小児科外来☎(22)2211
●診療日　月・火・木曜日（祝日を除く）
●時　間　午後７時15分～９時15分
※受診する時には、必ず事前に連絡してください。

〈スポーツ振興基金寄附金〉
♥３万円 故 片山 春雄　様（天神町）

　日程が決まり次第、市ホームページでお
知らせします。
　市では、献血者が減少する夏期と冬期に
街頭献血キャンペーンを実施しています。
　また、市内企業のご協力により事業所献血を実施

し、安定的な血液の確保に努めています。
　献血は、受付から終了まで40分程度と短時間で、
大切な命を救うことができます。
　献血の現状をご理解いただき、皆さんの積極的な
ご協力をお願いします。

〈小峰城一石城主プロジェクト〉
♥16万６千円 個人 12件
※寄附者は市ホームページで紹介しています。

◇県救急電話相談　＃7119（365日24時間対応）
◇県こども救急電話相談　＃8000または024-521-3790
　（午後６時～翌日午前８時）
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祖
母
は
茶
飲
み
仲
間
と
湯
治
に
出
か
け
た
。

米
や
味み

噌そ

、
衣
類
を
背
負
っ
た
ご
一
行
さ
ん
は

笑
顔
に
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。
行
き
先
は
奥お

く

甲か

子し

や
奥お

く

那な

須す

。
小
６
の
夏
休
み
、
両
親
や
妹
ら
と
奥
甲

子
に
向
か
っ
た
。
バ
ス
を
降
り
る
と
つ
づ
ら
折

の
険
し
い
道
が
続
く
。
米
を
背
負
っ
た
身
に
は

こ
た
え
た
が
、
高
原
の
風
は
心
地
よ
か
っ
た
。

登
り
切
る
と
古
い
一
軒
宿
が
見
え
た
。

　
長
い
階
段
を
下
り
、
阿あ

武ぶ

隈く
ま

川
に
か
か
る
橋

を
渡
る
。
広
々
、
深
々
と
し
た
岩
風
呂
。
気
持

ち
い
い
！
温
泉
好
き
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

食
事
は
自
炊
の
ご
飯
、
味
噌
汁
に
漬
物
、
缶
詰

ぐ
ら
い
。
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
。
入
っ
て

は
休
み
、
ま
た
入
る
。
何
日
か
す
る
と
、
大
人

は
知
り
合
い
ら
と
酒
盛
り
を
始
め
る
。

　
北
温
泉
は
余よ

笹さ
さ

川
の
谷
合
深
く
佇た

た
ず

ん
で
い
る
。

黒く
ろ

磯い
そ

駅
か
ら
バ
ス
。
そ
こ
か
ら
30
分
ほ
ど
歩
く

と
入
口
。
谷
底
へ
転
げ
落
ち
る
よ
う
な
道
を
恐

る
恐
る
下
る
。
そ
の
先
に
、
江
戸
末
期
に
建
て

ら
れ
明
治
・
昭
和
に
増
築
し
た
超
レ
ト
ロ
な
一

軒
宿
が
見
え
る
。
湯
量
が
凄
く
、
大
天て

ん

狗ぐ

面
の

浴
場
に
岩
か
ら
噴
き
出
し
て
く
る
。
湯
も
熱
く
、

噴
き
出
る
汗
で
浴
衣
も
濡ぬ

れ
て
く
る
。

　
幼
い
頃
近
所
の
若
妻
会
と
来
た
ら
し
い
。
落

ち
着
き
の
な
い
子
供
は
、
何
か
の
弾
み
で
岩
に

頭
を
ぶ
つ
け
た
。
血
が
噴
き
出
す
。
大
騒
ぎ
に

な
っ
た
が
、
医
者
は
山
奥
に
は
す
ぐ
来
ら
れ
な

い
。
母
ら
が
傷
口
を
タ
オ
ル
で
押
さ
え
止
血
し

た
と
の
こ
と
。
私
の
記
憶
に
な
い
が
、
そ
の
傷

は
今
で
も
三
日
月
形
に
く
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。

　
日
本
は
温
泉
大
国
。
飛
鳥
・
奈
良
の
時
代
か

ら
各
地
の
「
風
土
記
」
に
入
浴
の
習
わ
し
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
か
ら
、
入
浴
は
病
の
治

癒
に
加
え
、
健
康
・
美
容
に
も
効
果
が
あ
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
に
入
る
と
貝か

い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

た
ち
が
治
療
の
一
環
と
し
て
入
浴
を
勧
め
、

そ
の
心
得
が
普
及
し
て
い
っ
た
。〝
長
湯
は
し
な

い
。
風
邪
や
熱
の
あ
る
場
合
は
控
え
る
…
〞

　
水
戸
の
尊そ

ん

皇の
う

攘じ
ょ
う

夷い

家
、
藤ふ

じ

田た

東と
う

湖こ

は
脳
卒
中

の
療
養
で
塙
の
湯ゆ

岐じ
ま
た

温
泉
に
滞
在
し
た
。
近こ

ん

藤ど
う

勇い
さ
み

は
緊
迫
す
る
情
勢
の
中
で
心
労
が
重
な
っ
た
。

自
ら
東ひ

が
し

山や
ま

温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
松ま

つ

平だ
い
ら

容か
た

保も
り

は
、

有あ
り

馬ま

温
泉
で
の
湯
治
を
勧
め
た
。
と
い
っ
て
も

入
浴
者
の
多
く
は
病
人
で
は
な
か
っ
た
。
勿も

ち
ろ
ん論
、

気
う
つ
や
怠だ

る

さ
を
感
ず
る
人
が
、
気
力
・
体
力

を
回
復
す
る
た
め
に
入
浴
し
た
が
、
大
半
は
レ

ジ
ャ
ー
と
し
て
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。

　
湯
治
は
医
療
か
ら
生
活
習
慣
、
そ
し
て
娯
楽

的
色
彩
を
帯
び
近
代
に
至
っ
た
。
世
に
知
ら
れ

て
い
る
温
泉
の
殆ほ

と
ん

ど
は
、
農
民
の
湯
治
場
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
特
に
農
作
業
が
一
段
落
し

た
時
期
に
温
泉
に
浸
る
習
慣
が
定
着
し
た
。
気

分
を
一
新
し
身
体
を
休
め
次
の
労
働
に
備
え
た
。

湯
治
は
祭
り
や
年
中
行
事
と
同
じ
よ
う
に
、
全

国
的
規
模
で
庶
民
層
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
農
民
の
湯
治
は
２
週
間
前
後
。
だ
が
、
年
に

数
度
の
さ
さ
や
か
な
休
養
の
日
々
だ
っ
た
。
湯

治
は
無
為
の
時
間
。
晩
年
、
北
信
濃
に
住
み
大

の
温
泉
好
き
だ
っ
た
小こ

林ば
や
し

一い
っ

茶さ

。「
永
き
日
は
只た

だ

湯
に
入い

る

が
仕
事
哉か

な

」「
湯
に
入い

る
と
巨こ

燵た
つ

に
入
る

が
仕
事
哉
」
と
詠
ん
だ
。
無
為
は
漫
然
と
過
ご

す
の
と
は
違
う
。
毎
年
湯
治
に
行
け
ば
顔
な
じ

み
に
な
り
、
自
然
に
交
流
が
生
ま
れ
る
。

　
袖
振
り
合
う
も
他
生
の
縁
。
世
間
話
を
す
る

う
ち
に
縁
組
が
ま
と
ま
り
、
伊い

勢せ

参
り
を
す
る

仲
に
も
な
る
。
湯
治
場
と
い
う
小
さ
な
世
界
で

命
の
泉
が
湧
き
、
人
と
の
縁
が
で
き
た
。
帰
る

頃
に
は
別
れ
を
惜
し
み
、
再
会
を
願
っ
た
の
で

あ
る
ま
い
か
。
当
時
、
２
週
間
程
度
の
湯
治
は

決
し
て
長
く
な
か
っ
た
。
だ
が
今
か
ら
み
れ
ば
、

実
に
贅ぜ

い

沢た
く

な
時
間
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
祖
母
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。「
今
は
ど
の
家
の

人
も
勤
め
に
出
て
い
る
。
金
に
は
困
ら
な
い
だ

ろ
う
が
、
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
か
？
貧
し
く
て
も
、

湯
治
に
行
き
、
さ
な
ぶ
り
・
盆
踊
り
・
秋
祭
り

が
あ
っ
た
頃
の
方
が
幸
せ
だ
っ
た
気
が
す
る

…
」
時
間
に
追
わ
れ
る
現
代
、
湯
治
と
い
う
習

わ
し
は
消
え
つ
つ
あ
る
。
実
に
寂
し
い
。

　
Ａ
Ｉ
に
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
。
格
段
に
仕
事
は

効
率
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
余
暇
は
増
え
る

筈は
ず

だ
が
、
誰
も
が
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。

人
間
は
自
ら
生
み
出
し
た
高
度
な
人
工
知
能
に

追
い
立
て
ら
れ
、
そ
の
僕し

も
べ

に
な
っ
て
い
る
。
文

明
の
皮
肉
だ
。
今
こ
そ
〝
無
為
〞
の
時
が
必
要

だ
。
ス
マ
ホ
を
捨
て
て
湯
治
に
行
こ
う
！

「
湯
治
の
楽
し
み
」

市長の手控え帖
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